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図
書
館
施
設
に
関
し
て
は
、
’
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
八
月
に
「
工
学
部
整
備
５
ヶ
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
骨
子
「
設
備
に
関
す
る
事
項
」
に
図
書
館
の
増
設
計
画
、
’
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
の
「
工
学
部
長
期
計
画
委
員
会
」
で
、
教
学
改
革
の
一
環
と
し
て
の
研
究
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
施
策
と
し
て
「
図
書
館
を
小
金
井
分
館
で
な
く
独
立
図
書
館
」
と
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た。以後施設の拡充として一九七五年（昭和五○）に体育館（｜、’’’一一三㎡）が建設され、事務管理棟地下一階倉
庫を第一書庫（床面積一六㎡・書架一六連）に改築し、地下二階書庫（一○九㎡）の約半分に書架五六連が増設され
が
完
成
し
移
転
し
た
。
新
学
部
長
士
本
義
雄
教
授
の
も
と
で
六
月
一
○
口
に
新
校
舎
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
図書館の施設面積は五八○㎡で、蔵書構成は和書七、四三四冊、洋書一一、四六九冊、和雑誌五六七冊、洋雑誌
九
八
三
冊
、
合
計
一
万
一
四
六
一
一
冊
で
、
そ
の
年
の
館
内
閲
覧
者
は
六
、
九
九
○
名
で
あ
る
。
学
生
数
は
一
一
、
七
七
九
名
、
専
任
教
員七○名、兼担・兼任教員一一○一｜名、奉仕対象者数は合計三、○五一名、館員数は五名であった。事務機構も工
学
部
事
務
所
が
置
か
れ
、
総
務
課
・
学
事
課
の
二
課
が
新
設
さ
れ
た
。
小
金
井
分
館
長
に
は
引
き
続
き
池
田
弘
教
授
が
そ
の
任
に
就
工
学
部
の
教
学
改
革
に
よ
り
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
○
）
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
に
機
械
工
学
専
攻
、
電
気
工
学
専
攻
が
設
置され、蔵書数が一万二九九八冊、’九六六年（昭和四一）建設工学科が土木工学科、建築学科の一一学科に改組さ
れ、蔵書数が一万四九九七冊となった。さらに一九六八年（昭和四三）電気工学科に電気電子専攻、計測制御専攻、
大学院工学研究科博士課程に電気工学専攻が設置された。この改組および新設置で蔵書数もその都度増加し、二
た
０ 
いた。（
５
）
小
金
井
分
館
か
ら
工
学
部
図
書
館
へ
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（
６
）
蔵
書
の
増
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
大
学
創
立
一
○
○
周
年
に
あ
た
る
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
）
に
は
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
イ
オ
ン
ピ
ー
ム
エ
学
研
究
所
が
設
立された。この年工学部図書館は、施設床面積六七八㎡、蔵書構成は和書二万九五一八冊、洋書六、八九一一一冊、
和雑誌七、四七○冊、洋雑誌八、’一一一五冊、合計五万二○’六冊で館内閲覧数一○、五六一一一名、館外貸出数六、
’一一一四名の利用者があった。奉仕対象者は学部生一一一、七四一名、大学院生七九名、専任教員一三一一名、兼担・兼
任教員一六九名、合計四、○’一一六名である。図書館の資料費予算は一九七九万五○○○円であった。
て
は
い
た
が
、
ら二年間、｛
会
と
事
務
部
等
の
要
請
に
よ
っ
て
工
学
部
附
属
図
書
館
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
務
機
構
も
工
学
部
事
務
部
は
、
総
務
課、学事課、図書課の三課となる。この年から図書館長は教授会主任が担当し、電気工学科の岩村国也教授がそ
の
任
に
つ
い
た
。
こ
の
二
年
前
の
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
に
、
工
学
部
図
書
館
は
東
京
西
地
区
大
学
図
書
館
相
互
協
力
連
絡
会
に
加
盟
し
た
。
こ
の
図
書
館
相
互
協
力
連
絡
会
は
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
に
国
際
基
督
教
大
学
、
東
京
経
済
大
学
な
ど
の
数
大
学
図
書
館
が
地
域
大
学
図
書
館
の
相
互
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
的
に
創
設
し
た
も
の
で
、
現
在
は
国
・
公
・
私
立
大
学
を
問
わ
ず
様
々
な
大
学
図
書
館
が
三
六
館
参
加
し
て
い
る
。
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
も
一
九
九
四
年
（
平
成
六
）
に
加
盟
し
た
。
資
料
の
相
互
貸
借
は
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
現
国
立
情
報
学
研
究
所
）
の
円
Ｆ
で
か
な
り
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
地
域
大
学
に
限
定
さ
れ
て
は
い
た
が
、
他
大
学
図
書
館
か
ら
資
料
を
借
用
で
き
る
点
で
貴
重
で
あ
っ
た
。
工
学
部
図
書
館
は
、
’
九
九
七
年
（
平
成
九
）
か
万
○
○
一
○
冊
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
本校図書館（市ヶ谷）の分館は小金井分館と川崎分館とされていたが、’九七八年（昭和五三）には工学部教授
実
務
担
当
者
会
議
の
副
担
当
館
を
務
め
た
。
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翌年になると書庫不足が深刻化し、音楽練習室の地下一一階の倉庫を第一一一書庫（一一一三㎡、書架一一○二連）として
借用し、洋図書および和雑誌のバックナンバーを配架した。また、新着洋雑誌を展示するために研究閲覧室（Ｌ
Ｌ
自
習
室
併
設
）
が
教
室
棟
二
階
に
増
設
ざ
れ
施
設
床
面
積
八
五
四
㎡
と
な
っ
た
。
一
九
九
○
年
（
平
成
二
年
）
に
は
、
さ
ら
に
第
四
書
庫
（
旧
第
一
ロ
ッ
カ
ー
室
）
を
増
設
し
、
図
書
施
設
面
積
は
九
一
七
㎡
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
第
三
書
庫
は
、
’
九
九
五
年
（
平
成七）に南館が完成し図書収容可能冊数が増加したこと、また、この書庫は大雨の時などには床と壁の境界一一一箇
所
か
ら
、
雨
水
が
惨
み
出
て
き
て
書
庫
と
し
て
収
蔵
不
可
能
と
し
て
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
工
学
部
事
務
部
総
務
課
へ
返
還
多
摩
校
地
で
の
授
業
開
始
に
伴
い
、
文
部
省
の
指
導
も
あ
っ
た
の
で
教
授
会
主
任
を
多
摩
担
当
と
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
図
書
館
担
当
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
、
工
学
部
長
が
図
書
館
担
当
（
館
長
）
を
兼
務
す
る
形
と
な
っ
た
。
一
九
九
○
年
（
平
成一一）二月には教授会内規にあった教授会主任が図書館担当の条項は削られた。当時の工学部長は岩下秀男教授
資
料
に
つ
い
て
は
、
多
摩
図
書
館
で
収
集
し
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
摩
校
舎
が
完
成
し
た
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）
四
月
か
ら
は
、
第
一
部
経
済
学
部
、
社
会
学
部
の
一
年
次
生
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
’
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）
に
は
、
工
学
部
一
年
次
生
の
授
業
が
多
摩
工
学
部
棟
校
舎
で
始
ま
っ
た
。
多
摩
工
学
部
棟
の
自
習
室
（
一
一
二
．
九
五
㎡
）
に
は
、
一
年
次
生
の
基
礎
的
図
書
と
参
考
図
書
等
が
配
架
さ
れ
た
。
工
学
部
の
一
年
次
生
用
の
主
た
る
図
書
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
人
）
に
は
、
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
提
供
す
る
科
学
・
工
学
系
で
は
曰
本
最
大
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
である］○扇システムによるオンライン情報検索サービスを開始した。これは通信速度一一一○○９ｍの音響カプラーを
使
用
し
た
も
の
で
、
館
員
に
よ
る
代
行
検
索
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
所から、
された。
である。
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新
図
書
館
の
開
館
に
伴
っ
て
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
も
変
更
さ
れ
た
。
従
来
は
閉
架
書
庫
に
学
生
を
入
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
年
か
ら
はカウンターで学生証を提示し、利用者が書庫に入って直接資料を探す半開架方式にした。また、この年より円扇
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
○
三
Ｏ
端
末
に
よ
る
目
録
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
本
格
的
に
開
始
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
和
・
洋
図
書
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
へ
の
遡
及
入
力
を
五
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
体
制
は
ア
ル
バ
イ
ト
五
名
と
和
・
洋
図
書
係
の
館
員
と
和
書
係
の
嘱
託
職
員
で
あ
っ
た
。
’
九
九
七
年
（
平
成
九
）
に
は
遡
及
入
力
が
五
年
を
待
た
ず
に
終
了
し
た
の
で
、
そ
の
後
継
続
し
て
デ
ー
タ
の
校
正
（
７
）
図
書
館
棟
の
完
成
と
電
算
シ
ス
テ
ム
化
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
、
実
験
・
実
習
・
図
書
館
棟
（
南
館
）
が
完
成
し
た
。
地
下
一
階
、
地
上
七
階
、
延
べ
床
面
積
五
、
○
○
○
㎡
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
、
図
書
館
施
設
は
一
階
に
第
二
閲
覧
室
五
六
九
㎡
、
座
席
数
一
八
一
席
、
書
架
連
数
一
一
五
、
書架棚数一五○、収容可能冊数一一一、七五○、収容冊数一一一、六八○、地下一階に書庫として六三一㎡、書架数九○
八
連
、
収
容
可
能
冊
数
約
一
六
万
冊
が
建
設
さ
れ
、
こ
こ
に
工
学
部
図
書
館
の
中
心
が
移
転
、
旧
図
書
館
の
開
架
閲
覧
室
（
第
一
閲
覧室）と併せて、工学部図書館施設は一一、四六一一一㎡となり、蔵書構成は、和書六万四九八一冊、洋書一万一一一三五
七冊、和雑誌一万八五一一八冊、洋雑誌一一万一一一五一一一冊で合計一二万○’一一八七冊で、施設、内容ともに改善が図ら
れた。図書資料の予算は一一一七二九万九○○○円である。
成四）より一一一年計画で工学部学科再編に伴う図書整備として、和書五、’八六冊、洋書一一一、四五四冊を受け入れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
購
入
額
は
四
五
五
七
万
四
○
○
○
円
で
あ
る
。
工
学
部
の
学
科
改
組
が
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
に
行
わ
れ
、
機
械
工
学
科
、
物
質
化
学
科
、
電
気
電
子
工
学
科
、
電
子
情
報
学
科
、
シ
ス
テ
ム
制
御
工
学
科
、
土
木
工
学
科
、
建
築
学
科
、
経
営
工
学
科
の
八
学
科
に
再
編
さ
れ
た
が
、
前
年
の
一
九
九
二
年
（
平
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し
て
吉
田
裕
教
授
が
参
加
し
た
。
報
告
書
の
中
で
は
「
小
金
井
図
書
館
体
制
の
確
立
に
向
け
て
」
と
し
て
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
二○○○年（平成一一一）四月の新学部「情報科学部」の開設で、小金井キャンパスは一一学部体制になることをふま
え
、
教
育
、
研
究
活
動
支
援
に
お
け
る
図
書
館
機
能
の
一
層
の
充
実
強
化
を
は
か
り
、
三
図
書
館
の
協
力
体
制
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た発展を支える必要があり、図書館長の専任化、図書館委員会の設置、「工学部図書館」名称の変更および事務組
織
の
あ
り
方
等
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
工
学
部
図
書
館
で
は
一
九
九
八
年
（
平
成
一
○
）
に
工
学
部
図
書
委
員
会
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
図書委員会は一年任期で各学科から教員一名が選出され、図書館予算、収集と選書、また購読雑誌の検討など、
長い間図書館と利用者（教員、院生、学部生）の橋渡し役として図書館運営に関わってきた。
開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、
’
九
九
七
年
度
（
平
成
九
）
か
ら
長
い
間
の
懸
案
だ
っ
た
延
長
を
実
施
し
た
。
内
容
は
、
南
館
の
第
二
閲
覧
室
の
開
館
を
二
時
間
延
長
し
て
午
後
八
時
ま
で
と
す
る
も
の
で
、
専
任
職
員
一
名
と
臨
時
職
員
一
名
を
配
置
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
年
度
に
比
べ
て
年
間
入
館
者
数
が
約
一
万
名
増
の
一
八
万
三
○
一
○
名
と
な
っ
た
。
’
九
九
八
年
度
（
平
成
一
○
）
に
は
、
さ
ら
に
約
六
、
○
○
○
名
の
増
加
が
あ
り
、
一
八
万
八
九
一
四
名
と
な
っ
て
い
る
。
と
製
本
雑
誌
の
遡
及
入
力
事
業
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
外
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
を
始
め
、
国三の①弩呂や□旨一・ｍｍの｝の。（などと契約して、研究室・実験室などから資料の検索ができるサービスも一九九六年（平
成
人
）
か
ら
導
入
し
て
い
る
。
（
８
）
工
学
部
図
書
館
の
新
た
な
展
開
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
’
○
月
に
法
政
大
学
図
書
館
将
来
構
想
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
’
○
回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
図
書
館
の
中
期
的
課
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。
’
九
九
九
年
（
平
成
二
）
｜
月
に
は
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
工
学
部
か
ら
委
員
と
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